
水質試験所を建設
（
問
）
朝
一
番
の
水
は
で
き
る
だ

け
飲
ま
な
い
方
が
よ
い
と
聞
き
ま

す
が
、
な
ぜ
で
す
か
。

（
答
）
道
路
に
布
設
し
て
い
る
水

道
管
（
こ
れ
を
配
水
管
と
い
い
ま

す
）
か
ら
分
岐
し
て
各
家
庭
に
給

水
し
て
い
る
水
道
管
を
給
水
管
と

い
い
ま
す
。
水
道
水
は
流
れ
て
い

る
と
き
は
絶
え
ず
新
鮮
な
水
で
す

が
、
旅
行
な
ど
で
家
を
留
守
に
し
、

長
期
間
使
用
し
な
い
場
合
に
は
、

給
水
管
に
水
が
滞
留
し
て
い
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
と
同
じ
よ

う
に
、
夜
間
は
一
般
的
に
水
を
使

用
し
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
わ

ず
か
の
間
で
す
が
給
水
管
に
水
が

滞
留
し
て
い
ま
す
。
水
道
水
に
は

消
毒
の
た
め
塩
素
を
注
入
し
て
い

ま
す
が
、
時
間
の
経
過
と
と
も
に

消
毒
効
果
が
弱
く
な
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
が
ひ
と
つ
め
の
理
由
で

す
。も

う
ひ
と
つ
の
理
由
は
、
給
水

管
に
使
わ
れ
る
材
料
と
し
て
、
現

在
で
は
硬
質
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
管
な

ど
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、
か
つ

て
は
鉛
管
を
使
用
し
て
い
た
時
期

が
あ
り
ま
す
。
こ
の
鉛
管
に
水
が

滞
留
し
た
場
合
、
若
干
、
鉛
が
溶

け
出
す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
給
湯
器
な
ど
の
給
湯
管

に
は
、
通
例
、
銅
管
が
使
用
さ
れ

ま
す
が
、
こ
の
場
合
も
停
滞
水
に

平成１１（１９９９）年５月３０日発行　第１０号

平
成
十
一
年
一
月
の
市
議
会

で
承
認
さ
れ
ま
し
た
本
年
度
の

水
道
事
業
会
計
予
算
の
概
要

は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

平
成
十
一
年
度
の
年
間
総
配

水
量
は
二
千
五
百
八
十
万
立
方

メ
ー
ト
ル
（
一
日
当
た
り
約
七

万
五
百
立
方
メ
ー
ト
ル
）
を
予

定
し
、
こ
れ
ら
の
給
水
に
必
要

な
予
算
と
し
て
、
収
益
的
収
入

及
び
支
出
予
算
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
収
益
的
収
入
予
算
の

総
額
は
四
十
八
億
九
千
四
百
万

円
。
そ
の
主
な
も
の
は
、
水
道

料
金
収
入
が
四
十
一
億
二
千
万

円
、
分
担
金
収
入
が
四
億
七
千

万
円
、
市
の
繰
入
金
が
一
億
八

千
八
百
万
円
な
ど
と
な
っ
て
い

ま
す
。

一
方
、
収
益
的
支
出
の
総
額

は
四
十
八
億
八
千
九
百
万
円
で
、

そ
の
主
な
も
の
は
人
件
費
が
十

一
億
千
六
百
万
円
、
県
営
水
道

か
ら
の
受
水
費
五
億
三
千
七
百

万
円
、
動
力
費
三
億
千
百
万
円
、

修
繕
費
四
億
三
千
六
百
万
円
、

そ
れ
に
施
設
の
減
価
償
却
費
が

九
億
四
千
五
百
万
円
な
ど
で
す
。

ま
た
、
借
入
金
の
支
払
利
息
と
し

て
六
億
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

次
に
、
将
来
と
も
安
定
し
て

給
水
し
て
い
く
た
め
に
は
、
絶
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平平成成１１１１年年度度水水道道事事業業会会計計予予算算

水質試験所を建設

銅
イ
オ
ン
が
溶
出
す
る
こ
と
が

解
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
は
、
使
用
を
開
始
し

て
二
年
目
く
ら
い
ま
で
の
新
し

い
も
の
ほ
ど
金
属
が
よ
く
溶
出

し
て
き
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は

管
の
表
面
に
不
溶
性
の
酸
化
皮

膜
が
形
成
さ
れ
ま
す
の
で
あ
ま

り
溶
出
し
な
い
よ
う
に
な
り
ま

す
。い

ず
れ
に
し
て
も
、
直
ち
に

健
康
障
害
が
あ
る
と
い
う
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
以
上
の

よ
う
な
理
由
か
ら
念
の
た
め
、

朝
一
番
の
バ
ケ
ツ
一
杯
程
度
の

水
は
飲
用
以
外
の
散
水
な
ど
に

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

え
ず
老
朽
化
し
た
水
道
施
設
を

更
新
し
、
施
設
の
近
代
化
を
図

っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ら
の
た
め
に
必
要
な
予
算

と
し
て
資
本
的
収
入
及
び
支
出

予
算
が
あ
り
ま
す
。

本
年
度
は
水
道
施
設
整
備
費

（
建
設
改
良
費
）
と
し
て
十
八

億
八
千
四
百
万
円
を
投
入
し
、

深
井
戸
整
備
工
事
を
は
じ
め
、

浄
水
場
や
加
圧
ポ
ン
プ
場
の
整

備
、
そ
れ
に
水
道
管
敷
設
工
事

な
ど
を
実
施
し
ま
す
。
ま
た
、

現
在
小
林
浄
水
場
内
に
あ
る
水

質
検
査
室
の
近
代
化
を
図
り
、

水
質
試
験
体
制
を
強
化
す
る
た

市
水
道
局
は
、
斑
状
歯
の
認

定
を
し
て
い
ま
す
。
斑
状
歯
と

は
、
歯
が
白
く
濁
る
な
ど
歯
の

成
育
が
不
完
全
に
な
る
症
状

で
、
認
定
の
対
象
と
な
る
人
は
、

次
の
条
件
す
べ
て
に
該
当
す
る

人
で
す
。

①
昭
和
二
十
二
年
四
月
一
日
以

降
に
生
ま
れ
た
人
で
、
昭
和
三

十
年
四
月
一
日
か
ら
昭
和
四
十

六
年
六
月
三
十
日
ま
で
の
間
に
、

宝
塚
市
の
該
当
す
る
地
域
で
市

の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ

て
い
た
か
、
ま
た
は
外
国
人
登

録
原
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
た
人
。

②
同
期
間
内
に
市
水
道
局
が
供

給
し
た
水
を
飲
用
し
た
人
。

③
同
期
間
に
歯
牙
形
成
期
に
あ

っ
た
人
。

詳
し
く
は
、
市
水
道
局
総
務
課

へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

（
０
７
９
７
‐
７
３
‐
３
６
８
８
）

め
、
本
年
度
二
億
六
千
万
円
の

事
業
費
を
投
入
し
て
惣
川
浄
水

場
内
（
す
み
れ
ガ
丘
地
内
）
に

新
た
に
水
質
試
験
所
を
建
設
し

ま
す
。
完
成
予
定
は
平
成
十
二

年
三
月
。
こ
れ
ら
の
水
道
設
備

整
備
費
の
財
源
と
し
て
企
業
債

（
国
か
ら
の
借
入
金
）
六
億
五

千
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
借
り
入
れ
済
み
の

企
業
債
の
償
還
金
と
し
七
億
千

百
万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

水 道 Ｑ & Ａ

※宝塚市指定給水装置工事事業者は上記以外に、神戸市５店　尼崎市２０店　西宮市９店　芦屋市１店　伊丹市９店　川西市４店　
三田市１店　猪名川町１店　兵庫県内１店　兵庫県外２２店　合計１２１店の工事事業者を指定しております。
指定給水装置工事事業者に関するお問合せは　市水道局配水課へ（０７９７‐７３‐３６８１）

平成１１年度の主な事業
事　業　名

○水道モニター制度

○水道管路情報シ
ステムの導入

○水質試験所建設
事業

○深井戸整備事業

○加圧ポンプ場整
備事業

○配水管整備事業

〔前年度からの繰越事業〕

○第６期拡張事業

○惣川浄水場排水処
理施設整備事業

目　　　的

●使用者の意見などを把握し、経営に
反映します

●給水情報や水圧情報など、水道施設
管理の効率化を図ります

●水質試験体制の強化と設備の近代化を図　
るため、惣川浄水場敷地内に建設します。

●安定して取水ができるよう深井戸の　
整備をします

●老朽化したポンプ場を整備し、安定
給水を図ります

●老朽化した水道管の布設替や新設道路に
水道管を布設し、安定給水を図ります。

●将来の水需要対策と緊急時の給水
拠点施設の整備をします

●昭和５１年度に建設した施設が老朽
化したため更新します
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